






要約:居住環境の変化が子どもの健康にどのような影響をもたらしているかを知る目的で、

(1)居住とアレルギー疾患(アトピー疾患)、(2)子どもの戸外での遊びと空間の問題、(3)

両親の喫煙が胎児を含めた子どもの生活にどう影響しているか、喫煙率を下げる方法とし

て何が有効かなどについて研究した。 (1)重症の皮膚アトピー疾患はむしろ 18 歳以上で

増加傾向を示し、その理由として幼少時から家ダニによる抗原刺激にさらされていること

が強く推定された、乳幼児の皮膚アトピー疾患では食餌抗原の方が、ダニ抗原よりも病因

として高率であった。 1 人あたりの居住面積の少ない方が、また木造住宅よりも密閉形

鉄骨住宅の方が、IgE 抗原陽性の子どもが多くみられた。(2)遊びの要素として空間のみ

ならず、時間、仲間があり、(3 間)空間はこれらの相互関係の中でとらえる必要がある。

また子ども本人と母親(保護者)ではそのとらえ方に若干差のあることもわかった。高層住

居団地の子ども達に小学校での学年が進むにつれて空間の広さに対する要求度が高かった。

幼少児ではこれら 3代要素の他に遊び場までの距離が、さらに別の要員として浮かんでき

た。 (3)女性の喫煙率は減少するどころか増加していくようにみえる。20 歳未満の母親

では 46%が喫煙者であった。また、妊娠時のみならず、出産後子育ての時期にも喫煙が子

どもにとって問題になることについての情報は十分でないことか判明した。妊婦を対象と

して介入研究を始めたので、今後の成果が楽しみである。


